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このレースに懸ける！
● 町消防団内閣総理大臣表彰受賞ほか…２～３㌻● 町消防団内閣総理大臣表彰受賞ほか…２～３㌻
● 「北上川の源泉」シンポジウムinいわてまち…4～７㌻● 「北上川の源泉」シンポジウムinいわてまち…4～７㌻
● 平成23年度決算報告…８～11㌻● 平成23年度決算報告…８～11㌻
● 川口秋まつり…12～13㌻● 川口秋まつり…12～13㌻

■主な記事■主な記事第５回町小学生陸上記録会６年男子1000㍍の
スタート。大会に向け練習を積み重ねてきた選
手たちが、本番に臨む表情は真剣そのもの。この
レースに懸ける意気込みが伝わってきました。
関連記事19㌻（９月４日、川口小グラウンド）
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防
災
功
労
者

シ
ー
ト
や
土
の
う
を
組
み
合
わ
せ
行
う

シ
ー
ト
張
り
工
法
を
訓
練
す
る
団
員
た
ち

岩手町消防団岩手町消防団

平
成
平
成
2222
年
７
月

年
７
月
1717
日
に
町
北
部
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
に
お
け
る
救
助

日
に
町
北
部
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
に
お
け
る
救
助

活
動
な
ど
の
功
績
に
よ
り
、
町
消
防
団
（
早
坂
信
一
団
長
、
団
員

活
動
な
ど
の
功
績
に
よ
り
、
町
消
防
団
（
早
坂
信
一
団
長
、
団
員

３
５
３
人
）が
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

３
５
３
人
）が
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

道
路
の
環
境
美
化
に
尽
力

焼きうどん連合歓隊など５団体
いわてまち

―北上川上流盛岡地区合同水防演習――北上川上流盛岡地区合同水防演習―備え万全に

民部田町長㊨に受賞を報告する（左から）上山氏、草
桁自治振興会久保会長、川原木自治振興会横沢副会長

　地域活性化に自主的に取り組む団体を
選定し地域づくりを促進しようと県が進
める「元気なコミュニティ特選団体」に
町の５団体が認定されました。認定団体
は、新規に認定された「いわてまち焼き
うどん連合歓隊」のほか、継続の「ふる
さと創作サークルおっほ小学校」、「大町
ウェーブ」、「町観光ボランティアガイド
の会いわて町探検隊」、「岩手おなご塾お
らんど」の計５団体です。各団体の活動
と地域の活性化が大いに期待されます。

元気なコミュニティ

特選団体

元
気
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
新
た
に
認

定
を
受
け
た
焼
き
う
ど
ん
連
合
歓
隊

「
町
の
検
診
が
高
く
評
価
さ
れ
、
そ
の
代
表
と
し
て

受
賞
し
ま
し
た
」と
町
長
に
報
告
す
る
仁
昌
寺
さ
ん

（62）仁
に し ょ う じ

昌寺 幸
さ ち こ

子さん

日本対がん協会賞受賞
2012年度

元町健康福祉課長
いわてピンクリボンの会会長

　
表
彰
は
毎
年
９
月
１
日
の「
防
災

の
日
」と「
防
災
週
間
」の
各
種
行
事

の
一
環
と
し
て
実
施
。
表
彰
式
は

９
月
10
日
、東
京
都
で
行
わ
れ
、野

田
佳
彦
総
理
大
臣
が
、災
害
時
に
お

け
る
防
災
活
動
や
防
災
思
想
の
普

及
、防
災
体
制
の
整
備
な
ど
に
尽
力

し
、顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や

団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
町
消
防
団
は
、平
成
22
年
７
月
17

日
に
町
北
部
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨

の
際
、１
４
３
人
の
団
員
が
出
動

し
、水
防
活
動
や
住
民
の
避
難
誘
導

な
ど
に
従
事
。
激
し
い
雨
が
降
り

続
く
中
、夜
を
徹
し
た
活
動
が
功
を

奏
し
、１
人
の
人
的
被
害
も
出
さ

ず
、人
命
の
安
全
確
保
と
被
害
の
軽

減
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
と
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
賞
を
受
賞
し
た
町
消
防
団
は

９
月
12
日
、町
長
室
を
訪
れ
民
部

田
幾
夫
町
長
に
受
賞
を
報
告
。
早

坂
団
長
は「
受
賞
は
大
変
名
誉
な

こ
と
。
こ
れ
を
糧
と
し
て
、今
後

も
消
防
団
員
が
一
丸
と
な
っ
て
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
任
務
に

徹
し
た
い
」と
力
強
く
決
意
を
表

し
ま
し
た
。
受
賞
の
報
告
を
受
け

民
部
田
町
長
は「
災
害
発
生
時
に

お
け
る
団
員
一
人
一
人
の
活
躍
に

あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
住
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、一
層
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
」と
あ
い
さ

つ
し
、功
労
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

町
や
関
係
団
体
の
内
閣
総
理
大

臣
表
彰
は
昭
和
51
年
、「
健
康
体

力
つ
く
り
推
進
の
町
宣
言
」な
ど

町
ぐ
る
み
の
健
康
体
力
づ
く
り
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、第
18
回

体
力
つ
く
り
運
動
推
進
全
国
大
会

で
受
賞
し
て
以
来
の
快
挙
で
す
。

　

台
風
や
大
雨
に
よ
る
河
川
の
増

水
に
対
す
る
水
防
工
法
を
身
に
付

け
よ
う
と
９
月
23
日
、北
上
川
上
流

盛
岡
地
区
合
同
水
防
演
習
が
町
総

合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、盛
岡
市
、八
幡
平
市
、雫

石
町
、滝
沢
村
、紫
波
町
、矢
巾
町
、

岩
手
町
の
７
市
町
村
の
水
防
団（
各

消
防
団
が
兼
務
）な
ど
約
５
０
０
人

が
参
加
し
、土
の
う
積
み
や
シ
ー
ト

張
り
な
ど
５
つ
の
水
防
工
法
を
実

践
。
水
害
に
対
し
迅
速
に
対
処
で

き
る
よ
う
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

盛
岡
広
域
７
市
町
村
に
よ
る
同

様
の
訓
練
は
、毎
年
各
市
町
村
を
会

場
に
行
わ
れ
、災
害
に
対
す
る
備
え

に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
環
境
の
美
化
に
尽
力
す
る

個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
道
路
ふ

れ
あ
い
月
間
感
謝
状
贈
呈
式
は
８

月
24
日
、岩
手
河
川
国
道
事
務
所

で
行
わ
れ
、川
原
木
、草
桁
の
両
自

治
振
興
会
と
町
内
の
道
路
を
清
掃

す
る
上
山
孝
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
し
ま
し
た
。

　

川
原
木
自
治
振
興
会（
民
部
田
幸

夫
会
長
）と
草
桁
自
治
振
興
会（
久

保
親
房
会
長
）の
両
団
体
は
、町
の

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
参
加
し
な
が

ら
、地
区
内
の
国
道
４
号
や
県
道
な

ど
の
花
壇
に
地
域
住
民
が
協
力
し

て
花
を
植
え
、草
取
り
や
花
の
手
入

れ
を
行
い
、地
域
と
道
路
の
景
観
美

化
に
貢
献
。
ま
た
、上
山
さ
ん
は
、

一
戸
町
在
住
で
あ
り
な
が
ら
、水
堀

地
区
の
国
道
４
号
に
設
置
さ
れ
た

２
箇
所
の
駐
車
帯
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
定
期
的
に
清
掃
。
以
前
は
多

く
の
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、上
山
さ
ん
が
清
掃
を
行
う
こ

と
で
ご
み
が
減
り
、駐
車
帯
の
環
境

が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

民
部
田
幾
夫
町
長
は
８
月
27
日
、

そ
ろ
っ
て
受
賞
報
告
に
訪
れ
た
皆

さ
ん
に「
皆
さ
ん
の
支
え
で
地
域
が

き
れ
い
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
は
、

大
変
価
値
あ
る
も
の
。
そ
れ
ぞ
れ

の
受
賞
を
お
祝
い
し
ま
す
」と
述

べ
、功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

川原木自治振興会

国土交通省東北地方整備局長表彰受賞
草桁自治振興会

上山  孝 氏（79）＝一戸町奥中山＝上
う え や ま

山  孝
たかし

 氏

認
定

　元町職員の仁昌寺幸子さんが
日本対がん協会（東京都）の協
会賞（個人の部）に輝きました。
　仁昌寺さんは町の保健師とし
て、「岩手町方式」と呼ばれる行
政、医療機関、保健推進員の 3
者が一体となった検診推進体制
の構築をリード。受診率向上に
大いに貢献しました。また、厚
生労働省のがん対策推進協議会
委員を務めたほか、退職後の現
在は県の同委員、乳がんの検診

受診率向上に取り組むいわてピ
ンクリボンの会会長を務めるな
ど、継続してがん対策に携わり
尽力したことが評価されました。
　仁昌寺さんは、「受診率向上は、
町保健推進員の皆さんが使命感
と責任感を持って熱心に呼び掛
けてくれた成果です」と強調。「岩
手町で実践されていることを検
診の現場からの意見として提言
し、県内に広めていきたい」と
さらなる活躍を誓いました。

検診「岩手町方式」構築をリード

国土交通大臣感謝状受賞
川原木自治振興会
道路功労表彰受賞
草桁自治振興会
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「
北
上
川
の
源
泉
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
い
わ
て
ま
ち
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
は

９
月
８
日
、
岩
手
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
プ
ラ
ザ
あ
い
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
町
内
外
か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
。
平
山
健
一
前
岩
手
大
学
学
長
の
基
調

講
演
や
水
堀
小
児
童
な
ど
の
事
例
発
表
の
ほ
か
、
各
分
野
で
北
上
川
に
携
わ
る
パ

ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
源
泉
の
ま
ち
・
岩
手

町
か
ら
北
上
川
の
魅
力
と
流
域
に
育
ま
れ
る
文
化
を
発
信
し
ま
し
た
。

「
北
上
川
の
源
泉
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
inin
い
わ
て
ま
ち

い
わ
て
ま
ち

源
泉
か
ら
の
発
信

郷
土
芸
能「
北
上
川
清
流
太
鼓
」

の
演
奏
で
幕
を
開
け
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
。
は
じ
め
に
、
前
岩
手

大
学
学
長
で
北
上
川
リ
バ
ー
カ
ル

チ
ャ
ー
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
会
長

の
平
山
健
一
氏
が
「
源
泉
か
ら
始

ま
る
流
域
社
会
」
と
題
し
て
基
調

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
山
氏
は
、「
北
上
川
は
、
南

北
に
流
れ
る
川
の
流
れ
と
流
域
の

人
間
の
導
線
が
一
致
し
て
い
る
。

緩
や
か
な
流
れ
と
相
ま
っ
て
、
川

が
地
域
の
交
通
路
と
し
て
重
要
な

役
目
を
果
た
し
て
き
た
」
と
歴
史

や
地
勢
的
背
景
に
触
れ
、
流
域
に

育
ま
れ
る
人
々
の
暮
ら
し
や
交
流

の
活
動
を
紹
介
。
そ
し
て
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
「
命
、
安
全
、

暮
ら
し
が
一
番
大
切
だ
と
い
う
こ

と
や
経
済
性
、
効
率
性
だ
け
を
求

め
る
の
は
危
険
で
、
多
様
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
絆
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
大
切
と
い
う
教
訓
を
得
た
」
と

述
べ
、「
自
然
と
共
生
す
る
循
環

型
社
会
、
川
を
中
心
と
す
る
新
し

い
流
域
社
会
の
創
成
」
を
提
案
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
岩
手
町
に

つ
い
て
は
「
北
上
川
の
源
泉
『
ゆ

は
ず
の
泉
』
は
、
単
に
地
理
上
の

最
上
流
点
で
は
な
く
、
人
間
が
川

と
か
か
わ
る
歴
史
の
中
に
有
意
義

な
点
と
し
て
現
れ
る
も
っ
と
も
上

流
地
点
」
と
し
、「
水
堀
小
の
子

ど
も
た
ち
や
清
流
太
鼓
、
吉
田
幸

助
さ
ん
な
ど
が
、
今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
川
と
と
も
に

生
き
よ
う
と
宣
言
す
る
な
ど
非
常

に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
潜
在
能
力
）

が
高
い
。
ぜ
ひ
川
を
中
心
と
し
た

地
域
づ
く
り
を
源
泉
か
ら
始
め
、

流
域
に
広
め
て
ほ
し
い
」と
話
し
、

東
北
一
の
大
河
、
北
上
川
源
泉
の

ま
ち
・
岩
手
町
に
大
き
な
期
待
を

寄
せ
ま
し
た
。

基調講演
「源泉から始まる流域社会」
新
し
い
流
域
社
会
の
創
成
に
向
け

岩
手
町
に
大
き
な
期
待
!!

講師講師    平山 健一平山 健一  氏氏

事
例
発
表

パネルディスカッションは、いわ
て流域ネットワーキング代表理

事の内田尚宏氏がコーディネーター
となり、それぞれの立場から北上川
に関わる４人が意見を交わしました。
　町ふるさと大使で川口出身の大沢
健治氏は「町に源泉があることは大
きな財産。子どものころ川で遊んだ
原体験が自分の力になっている。今
後も子どもたちを自然に触れさせる
活動を続けていただきたい」と呼び
掛け、環境再生医の千葉喜彦氏は「外

来種が増え、原風景が変わっている。
その土地本来の植生をみんなで作業
して再生していくことが地域おこし
につながる」と訴えました。また、
一関市川崎町の農家レストラン「ぬ
くもり」で、北上川で捕ったモクズ
ガニでだしを取る伝統料理「かにばっ
と」を提供する千葉秀子氏は、「次の
世代にかにばっとを伝承していきた
い」と食文化の継承を誓いました。
石巻市で郷土史を研究している千石
船の会会長の辺見清二氏は、震災で

被災した経験を踏まえ防災・安全面
について触れたほか、「これだけ流域
連携がうまくいっている川は全国的
にも稀。この連携を次の世代へ引き
継いでいくことが私たちが果たさな
ければならない役割」と流域連携の
大切さを訴えました。内田さんは「地
域や住民が参加する川づくりは進ん
でいる。その中でさらに住民が川を
知り、学び、いい川、いい地域を作っ
ていくことを『源泉のまち・岩手町』
から発信したい」とまとめました。

パネルディスカッション　　テーマ「北上川とともに生きる」

○コーディネーター
内田 尚宏 氏
（いわて流域
ネットワーキング代表理事）

○パネリスト
町ふるさと大使
大沢 健治 氏＝川口出身＝
（水資源機構中部支社副支社長）

○パネリスト
千葉 喜彦 氏＝奥州市＝
（環境再生医・自然環境部門）

○パネリスト
千葉 秀子 氏＝一関市＝
（北上川伝統料理
　「かにばっと」継承者）

○パネリスト
辺見 清二 氏＝石巻市＝
（石巻千石船の会会長）

基
調
講
演
に
続
き
事
例
発
表
が

行
わ
れ
、
水
堀
小
リ
バ
ー

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
、
吉
田
幸
助
さ
ん
＝

下
大
町
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
上
川
流
域

連
携
交
流
会
元
理
事
長
＝
、
佐
井
守

さ
ん
＝
四
十
四
田
ダ
ム
水
源
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
会
議
事
務
局
長
＝
が
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

水
堀
小
は
「
北
上
川
が
結
ぶ
つ

な
が
り
」
と
題
し
、
５
年
生
の
児

童
９
人
が
、
学
校
の
そ
ば
で
行
っ

た
水
生
生
物
調
査
や
一
関
市
な
ど

を
訪
れ
た
中
流
、
下
流
の
自
然
学

習
、
ま
た
、
河
口
の
地
・
石
巻
市

立
吉
浜
小
と
の
交
流
を
通
じ
て
学

ん
だ
こ
と
を
暗
唱
で
発
表
し
ま
し

た
。
児
童
ら
は
、
北
上
川
の
学
習

か
ら
「
生
物
同
士
が
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
、
森
・
川
・
海
が
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
、
今
の
北
上
川

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
未
来
の

北
上
川
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
人
と
人
が
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」
と

ま
と
め
る
と
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
次
に
吉
田
さ
ん
が
「
北
上
川
で
つ

な
が
る
人
と
人
〜
北
上
川
の
川
下

り
を
実
践
し
て
〜
」
と
題
し
て
発

表
し
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
は
、
平

成
18
年
に
北
上
川
の
源
泉
か
ら
河

口
ま
で
の
川
下
り
を
実
践
し
、
徒

歩
や
ボ
ー
ト
で
多
く
の
仲
間
の
協

力
を
得
て
達
成
し
た
経
験
か
ら
「
川

を
通
じ
て
皆
さ
ん
の
世
話
に
な
っ

た
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
大
切
」

と
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
16

年
に
「
い
わ
て
ま
ち
川
の
駅
」
オ
ー

プ
ン
宣
伝
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
で
流
域

36
市
町
村
（
当
時
）
を
訪
問
し
た

際
に
「
北
上
川
の
源
泉
は
岩
手
町

に
あ
る
が
、
流
域
全
体
の
貴
重
な

財
産
で
す
か
ら
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
言
わ
れ
た
言
葉
が
深
く
心

に
残
っ
て
い
る
と
話
し
ま
し
た
。

　

四
十
四
田
ダ
ム
水
源
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
会
議
の
佐
井
事
務
局

長
は
、
同
会
議
が
取
り
組
む
ダ
ム

を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
な
ど
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

㊤北上川を通じて学んだ「つながり」を発表す
る水堀小５年生の児童たち。暗唱での発表に
会場から大きな拍手が送られた　㊨源泉から
河口まで北上川を下ったエピソードを披露し
た吉田幸助さんも「つながり」の大切さを語った
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町
産
業
経
済
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

町
産
業
経
済
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
inin
東
京
２
０
１
２

東
京
２
０
１
２

　

首
都
圏
に
住
む
著
名
人
や
企
業

関
係
者
な
ど
に
岩
手
町
を
Ｐ
Ｒ

し
、
町
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
よ
う
と
町
産
業
経
済
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
in
東
京
２
０
１
２
「
い

わ
て
ま
ち
大
縁
会
」
は
９
月
１

日
、
東
京
都
渋
谷
区
の
イ
タ
リ
ア

料
理
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
「
ベ
ニ
ー
レ

ベ
ニ
ー
レ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ

た
同
会
に
は
、
脚
本
家
の
内
館
牧

子
さ
ん
や
元
宝
塚
歌
劇
団
の
流
け

い
子
さ
ん
、
町
ふ
る
さ
と
大
使
の

岩
崎
茂
統
合
幕
僚
長
や
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
の
日
蔭
温
子
さ
ん
な
ど
著

名
人
や
首
都
圏
の
企
業
関
係
ら
が

出
席
。
町
か
ら
上
京
し
た
民
部
田

幾
夫
町
長
を
は
じ
め
、
町
議
会
や

町
商
工
会
、
新
岩
手
農
協
の
各
代

表
者
な
ど
が
加
わ
り
約
１
０
０
人

の
大
縁
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
野
菜
や
牛
肉
、
豚

肉
な
ど
町
の
豊
か
な
「
食
財

4

4

」
を

生
産
者
な
ど
が
大
い
に
Ｐ
Ｒ
。
ま

た
、
そ
れ
ら
の「
食
財

4

4

」を
使
用
し

た
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
、
町
の

文
化
や
祭
り
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
と
町
の
「
縁
」
か
ら
広

が
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
生

産
物
の
販
路
拡
大
や
企
業
、
ビ
ジ

ネ
ス
誘
致
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ

れ
ま
す
。
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委
嘱

　
町
は
９
月
１
日
、
町
の
情
報
を
発

信
し
、
産
業
振
興
や
企
業
誘
致
を
図

る
「
町
ふ
る
さ
と
大
使
」
に
新
た
に

佐
々
木
康
夫
氏
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
佐
々
木
氏
は
、
元
㈱
三
菱
商
事
の

社
員
で
、
現
在
は
在
京
盛
岡
広
域
産

業
人
会
の
役
員
を
務
め
、
平
成
22
年

に
町
主
催
の
町
産
業
経
済
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
石
神
サ
ロ
ン
」
に
講
師

と
し
て
招
い
た
縁
か
ら
今
回
の
委

嘱
と
な
り
ま
し
た
。

「
町
ふ
る
さ
と
大
使
」
に

新
た
に
佐
々
木
康
夫
氏

　

ま
た
同
日
、
佐
々
木
氏
を
加
え

14
人
と
な
っ
た
町
ふ
る
さ
と
大
使

の
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
懇

談
会
に
は
大
使
の
ほ
か
、
町
を
代

表
し
て
民
部
田
町
長
ら
が
出
席
。

町
と
大
使
が
お
互
い
に
近
況
を
報

告
し
合
う
と
と
も
に
、
大
使
か
ら

は
町
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
提
言

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
大
使
ら
は
こ

の
後
、
大
縁
会
に
も
出
席
し
、
ほ

か
の
出
席
者
と
盛
ん
に
情
報
交

換
。
町
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
励
み
ま
し
た
。

【
佐
々
木
康
夫
氏
プ
ロ
フ
ィ
ル
】

盛
岡
市
出
身
、
東
京
都
在
住
、
65

歳
。
元
㈱
三
菱
商
事
。
在
京
盛
岡

広
域
産
業
人
会
役
員
（
監
事
）

佐々木 康
みち お

夫 氏

い
わ
て
ま
ち

い
わ
て
ま
ち
大大
縁縁
会会

　沼宮内中生や町婦人団体連絡協議会、町商工
会女性部と青年部、ＩＧＲ、町金融団、盛岡広
域振興局などから多くの人がボランティアとし
て参加。会場のごみ集めや各出展団体の補助、
行列最後尾のプラカード保持などでイベントの
運営を支えました。沼中生と一緒に会場を巡回
してごみ集めを担当した町婦協の田中洋子さん
＝土川＝は「若い人と一緒に働けて楽しいです。
ボランティアとして参加できてよかった」と充
実感いっぱいに話しました。

　「子どもの頃から石巻の北上川
の河口で釣りをしたり、船で遊
んだりしていて、この川はどこ
から流れてくるんだろうと思っ
ていたんです。今回、こんな素
敵な町から川が始まっているこ
とを知り、とても感激しました。
流域のご当地グルメの交流も深
まり、北上川のつながりが感じ
られるイベントになりました」

出展団体
石巻茶色い焼きそばアカデミー

会長　柳橋　哲也 さん（35）

北
上
川
の

  

つ
な
が
り
感
じ
た

①集結した北上川流域のご当地グルメを思い
思いに楽しむ来場者たち②自慢のグルメを調
理する出展団体③源泉のまちの郷土芸能「北
上川清流太鼓」の演奏が会場を盛り上げた

　　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
同
時
に
「
北

上
川
ご
当
地
グ
ル
メ
大
集
合
！
」

は
９
月
８
、９
日
の
両
日
、
大
町
街

路
を
車
両
通
行
止
め
に
し
た
特
設

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
は
、北
上
川
源
泉
の
ま
ち
・

岩
手
町
の
「
い
わ
て
ま
ち
焼
き
う

ど
ん
」
を
は
じ
め
と
す
る
北
上
川

流
域
の
ご
当
地
グ
ル
メ
に
ゲ
ス
ト

の
「
久
慈
ま
め
ぶ
汁
」
を
加
え
た

ご
当
地
グ
ル
メ
で
ま
ち
お
こ
し
を

展
開
す
る
12
団
体
が
出
展
。
両
日

で
約
８
千
人
が
訪
れ
た
会
場
で

は
、
各
団
体
が
張
り
切
っ
て
自
慢

の
グ
ル
メ
を
提
供
し
ま
し
た
。
ま

た
、
会
場
南
端
に
設
け
ら
れ
た
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
各
出
展
団
体

が
グ
ル
メ
と
”わ
が
ま
ち
“
を
大

い
に
Ｐ
Ｒ
し
た
ほ
か
、
北
上
川
清

流
太
鼓
や
沼
宮
内
駒
踊
り
、
北
上

市
の
黒
岩
鬼
剣
舞
な
ど
の
郷
土
芸

能
や
中
学
生
に
よ
る
吹
奏
楽
の
演

奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
グ
ル
メ
大

集
合
の
両
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
長

２
４
９
㌔
、
東
北
一
の
大
河
・
北

上
川
流
域
の
豊
か
な
食
文
化
を
色

濃
く
反
映
し
た
ご
当
地
グ
ル
メ
を

味
わ
う
と
と
も
に
、
流
域
の
人
々

の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
源
泉
の
ま

ち
・
岩
手
町
を
あ
ら
た
め
て
発
信

す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

イベントを支えた
大勢のボランティアたち

ご
当
地
グ
ル
メ
12
品
集
合

北
上
川
の
つ
な
が
り
実
感

①②

③

㊤出席者と町の縁結びを願い乾杯
㊦町の秋祭りを紹介する出席者たち
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歳入　合計　88億     998万円
歳出　合計　85億 9,576万円

　一般会計の収支は、歳
入が88億 998万円（前
年度比 0.4 ポイント、3
億 9,664万円減）、歳出
が85億 9,576万円（前
年度比 0.3 ポイント、2
億 5,608 万円減）でし
た（図２参照）。平成23
年度は、より徹底した経
常経費の節減と合理化に
努め、生活環境基盤をは
じめ生活に密着した事業
に重点を置いたまちづく
りを進めました。

　

図
２
の
上
段
は
、
収
入
に
当
た

る
歳
入
の
内
訳
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
歳
入
の
ト
ッ
プ
は
、町
政
の

運
営
の
た
め
に
国
か
ら
交
付
を
受
け

る
地
方
交
付
税
で
37
億
３
９
４
４

万
円
（
42
・
５
％
）。
次
い
で
、
町

の
皆
さ
ん
が
納
め
る
町
税
が
13
億

８
２
８
１
万
円
（
15
・
７
％
）、
特

定
の
事
業
へ
の
補
助
な
ど
に
充
て

る
国
庫
支
出
金
が
10
億
８
９
９
８

万
円
、
町
の
借
金
に
当
た
る
町
債

が
７
億
７
５
０
３
万
円
。
以
下
、

県
支
出
金
な
ど
が
続
き
ま
す
。
ま

た
、
町
が
独
自
に
調
達
で
き
る
財

源
を「
自
主
財
源
」と
い
い
ま
す
が
、

そ
の
割
合
が
大
き
い
ほ
ど
財
政
運

営
の
自
主
性
、
安
定
性
が
あ
る
と

さ
れ
る
自
主
財
源
比
率
は
、
平
成

22
年
度
を
４・７
ポ
イ
ン
ト
上
回
り

25
・
８
％
に
な
り
ま
し
た
。

　

図
２
の
下
段
で
は
、
予
算
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
目
的
別

に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

支
出
で
一
番
多
い
の
が
民
生
費

で
、
全
体
の
18
・
２
％
に
当
た
る

15
億
６
１
５
０
万
円
。
以
下
、
公
債

費
が
14
億
５
７
７
９
万
円
、
総
務
費

が
11
億
３
０
１
８
万
円
、
衛
生
費
が

９
億
７
４
１
１
万
円
、
災
害
復
旧
費

が
９
億
８
９
４
万
円
、
土
木
費
が

８
億
７
９
８
９
万
円
と
続
き
ま
す
。

　

ま
た
、
図
３
は
歳
出
を
性
質
別

に
分
け
た
も
の
で
す
。
町
道
整
備

や
小
中
学
校
を
は
じ
め
教
育
環
境

の
整
備
な
ど
、
町
づ
く
り
の
基
盤

整
備
に
使
わ
れ
た
経
費
を
投
資
的

経
費
（
普
通
建
設
事
業
費
な
ど
）

と
い
い
ま
す
。
投
資
的
経
費
は

18
億
５
８
０
０
万
円
で
、
全
体
の

21
・
６
％
を
占
め
、
22
年
度
よ
り

３
億
７
６
６
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。一
方
、義
務
的
経
費（
人
件
費
、

公
債
費
、
扶
助
費
）
は
、
切
り
詰

め
る
こ
と
が
難
し
い
経
費
で
、
こ

の
割
合
が
高
い
ほ
ど
財
政
が
硬
直

化
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

23
年
度
は
、
35
億
５
０
６
２
万
円

で
22
年
度
と
比
較
す
る
と
扶
助
費

が
１
億
１
５
７
万
円
増
え
て
い
る

も
の
の
、
人
件
費
は
１
６
８
９
万
円

減
、
公
債
費
は
１
億
３
３
８
５
万

円
の
減
で
合
計
４
９
１
８
万
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
財
政
状
況
を
全
体
的
に

見
た
場
合
、
人
件
費
や
公
債
費
な

ど
の
縮
減
が
難
し
い
経
常
的
経
費

の
た
め
に
、
一
般
財
源
（
町
税
な

ど
使
い
道
が
自
由
な
財
源
）
が
ど

の
程
度
使
わ
れ
た
か
を
示
す
経
常

収
支
比
率
は
、
22
年
度
よ
り
１・９

ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
85
・
４
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
債
の
償
還
に
充
て
る

費
用
が
町
の
行
政
活
動
に
必
要
な

一
般
財
源
の
総
額
に
占
め
る
割
合

を
表
す
公
債
費
比
率
は
、
22
年
度

を
０・
６
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
17
・

１
％
に
な
り
ま
し
た
。

　

図
４
で
は
、
平
成
24
年
３
月
31

日
現
在
の
人
口
１
万
５
２
１
０
人

を
も
と
に
、
決
算
額
を
町
民
一
人

当
た
り
に
換
算
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
町
税
は
、
一
人
当
た
り

９
万
９
１
４
円
を
納
め
た
こ
と
に

な
り
、
土
地
な
ど
不
動
産
の
所

有
者
が
納
め
る
固
定
資
産
税
が

ト
ッ
プ
で
５
万
３
４
８
３
円
、
次

い
で
町
民
税
が
２
万
７
６
２
９

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
出

で
は
、
民
生
費
が
12
万
５
６
２
４

円
で
歳
出
の
ト
ッ
プ
。
次
い
で
公

債
費
が
９
万
５
８
４
５
円
、
総
務

費
が
７
万
２
３
４
円
、
災
害
復
旧

費
が
５
万
９
９
０
０
円
、
土
木
費

が
５
万
８
０
７
９
円
、
教
育
費
が

５
万
６
５
６
６
円
と
続
き
、
町
民

一
人
当
た
り
56
万
５
１
３
９
円
の

経
費
で
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

ひと輝く健康福祉のまちづくりに114億円

図１　一般会計歳出額の推移（過去10年間）

図２　平成23年度一般会計歳入・歳出の内訳        自主財源　    依存財源

図３　歳出の性質別内訳

災害復旧費　　9億   894 万円　10.6％
消  防　費　　 2 億 9,434 万円　  3.4％
農林水産業費　　2億 7,417 万円　  3.2％
商  工  費　  　1億 3,807 万円　  1.6％
議  会  費　　  1 億 1,662 万円　  1.4％
労  働  費　　     　2,021 万円　  0.2％

図４　町民一人当たり決算額
※平成 24年３月 31日現在の町人口（15,210 人）

民生費   125,624 円
公債費  　95,845 円
総務費     70,234 円
災害復旧費  59,900 円
土木費　  58,099 円
教育費　  56,566 円
その他　  98,871 円

歳出額
565,139 円

固定資産税  53,483 円
町民税     27,629 円
町たばこ税    7,437 円
軽自動車    2,340 円
入湯税            25円

町税
90,914 円

決算報告
歳出総額114億円に上る平成23年度一般会計と特別会計
の決算は９月20日、町議会定例会（会期＝９月12～20日）
で認定されました。経済の低迷で依然厳しい情勢が続く中、
町では生活環境基盤の充実をはじめ生活に密着した事業を重
点にまちづくりを進めました。今月号では、一般会計と特別
会計のあらましを紹介します。（決算額は町民１人当たりの決
算額を除き、万円単位で表示しています）

平成23年度

88
億
９
９
８
万
円

歳
入

85
億
９
５
７
６
万
円

歳
出

　
　
　

年
約
57
万
円

一
人
当
た
り

一般会計

15億
6,150万円

18.2％

14億
5,779万円

17.0％

11億
3,018万円

13.1％

9億
7,411万円

11.3％

9億
894万円

10.6％

8億
3,994万円

9.8％

8億
4,841万円

9.8％

8億
7,989万円

10.2％

自
主
財
源
比
率
は
25
・
８
％
に

21
・
６
％
を
基
盤
整
備
充
実
に
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●国民健康保険　 　19億 3,290万円
自営業や退職した人の医療費を給付するために使われました。

●後期高齢者医療　１億2,105万円
後期高齢者の医療費をまかなうために使われました

●公共下水道事業　 ３億2,930万円
環境を守る公共下水道の整備や汚水処理のために使われました。

●戸別浄化槽事業　       1,529万円
公共下水道区域以外の汚水処理のために使われました。

●水道事業　　　　  3億 5,760万円
安心して使うことのできる水を供給するために使われました。

第
11
期
事
業
実
績
報
告　
（
平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
）

  

㈱
岩
手
町
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
は
、
道
の
駅｢

石
神
の
丘｣

の
産

地
形
成
促
進
施
設
や
道
路
情
報
休
憩
施
設
、
石
神
の
丘
美
術
館
、
岩

手
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
管
理
運
営
を
主
な
業
務
と
す
る
第
三

セ
ク
タ
ー
と
し
て
平
成
13
年
８
月
１
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
（
資
本

金
２
０
０
０
万
円
）。

  

第
11
期
は
、
受
託
施
設
の
効
率
的
・
効
果
的
な
維
持
管
理
に
努
め

る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
事
業
を
展
開
。
地
域
振
興
、
雇
用
の
創

出
、
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
の
ほ
か
、
被
災
地
支
援
関
連
の
注
文
へ

の
対
応
、
義
援
金
の
寄
付
な
ど
に
よ
り
被
災
地
の
復
興
支
援
に
も
寄

与
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
道
の
駅
の

利
用
客
は
前
年
を
下
回
り
、
36
万
２
２
５
９
人
と
な
り
ま
し
た
が
、

石
神
の
丘
美
術
館
は
各
種
企
画
展
の
開
催
な
ど
に
よ
り
入
館
者
が

１
万
８
９
４
１
人
で
、
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
期
は
公

社
か
ら
町
に
対
し
５
０
０
万
円
の
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。

第
11
期
決
算
公
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
10
月
１
日

岩
手
郡
岩
手
町
大
字
五
日
市
第
10
地
割
１
２
１
番
地
20

　
　
　

株
式
会
社
岩
手
町
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長  

民
部
田
幾
夫

貸借対照表のあらまし
平成 24年３月 31日現在（単位：千円）

科目 金額
資
産
の
部

流 動 資 産 120,968
固 定 資 産 4,645
合　　　計 125,613

負
債
・
純
資
産
の
部

流 動 負 債 35,941
固 定 負 債 0
負 債 合 計 35,941
資　本　金 20,000
利益剰余金 69,672

　　　（うち利益準備金） （720）
 （うちその他利益剰余金） （68,951）
純資産の部合計 89,672
合　　　計 125,613

　平成23年度決算に基づく、財政健全化判断比率４指標と資金不足比率を公表します。
　健全化判断比率４指標（表１）は、１つでも早期健全化基準以上の指標がある場合は財政健全化計画を、資金不
足比率（表２）は、経営健全化基準以上の指標がある場合は経営健全化計画を、それぞれ定める必要があります。
当町における各指標は基準を下回っており、各種健全化計画を定める必要はありませんでした。

《用語解説》
●実質赤字比率：標準財政規模に対する歳入総
額から歳出総額を差し引いた額の割合　
●連結実質赤字比率：全会計を対象とした実質
赤字の標準財政規模に対する比率　
●実質公債費比率：一般会計が負担する元利償
還金等の標準財政規模に対する比率　
●将来負担比率：一般会計が将来負担すべき実
質的な負債の標準財政規模に対する比率　
●資金不足比率：公営企業会計の資金不足額の
事業規模に対する比率　
●標準財政規模：自治体が標準的な状態の時、
通常収入されるであろう経常的一般財源の規模

表１
岩手町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － 14.68％ 20.0％
連結実質赤字比率 － 19.68％ 30.0％
実質公債費比率 17.6％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 102.6％ 350.0％ 設定なし
※実質赤字比率、連結実質赤字比率は赤字とならなかったため－（該当なし）で表示
表２

岩手町 経営健全化基準
資金
不足
比率

水道事業特別会計 － 20.0％
公共下水道事業特別会計 － 20.0％
戸別浄化槽事業特別会計 － 20.0％

※各会計とも資金不足とならなかったため－（該当なし）で表示

財政健全化判断比率と資金不足比率

　決算額 85億 9,576 万円に上る
一般会計は、主に次のような事業に
使われました。（3,000万円を越え
るもの）

健康福祉

〇国民健康保険支援事業4,052 万円
○国民健康保険保険基盤安定事業
……………………………7,303 万円
○各種予防接種事業……4,497 万円
○後期高齢者医療広域連合事業
………………………1億 9,612 万円
○健康増進事業（健康診査、健康相
談など）…………………5,267 万円

高齢者福祉

○老人保護措置事業……3,021 万円
○介護保険運営事業（盛岡北部行政事
務組合負担金事業）…2億2,409万円

児童福祉

○子ども手当給付事業（延べ18,750人）
……………………2 億 3,241 万円
○保育実施委託事業（城山保育園ほ
か町外保育所延べ 1,282 人）
……………………………8,971 万円
○保育所運営事業（一方井、水堀
保育所延べ 982 人）1 億 363 万円
○沼宮内保育所運営委託（延べ890人）
　……………………………4,260 万円
○川口保育所・子育て支援センター
運営委託（延べ 4,192 人）

……………………………6,236 万円
○児童館運営事業（保育型 2館延べ
234 人、学童型 3館登録 121 人）
……………………………7,364 万円

障害者福祉

○障害者介護給付費等事業
………………………2億 9,857 万円
○重度心身障害者医療費給付事業
（一般3,438万円、後期高齢者1,474
万円）……………………4,912 万円

生活基盤整備

〇舗装道補修事業………3,300 万円
○町道除雪…………1億2,035 万円
○横田岩崎線道路改良事業
……………………………7,171 万円
○打越黒石線道路改良事業
……………………………5,973 万円
○門ノ沢線新設改良事業 3,771 万円
○河川・水路改修事業…8,596 万円
○都市計画街路整備受託事業（犬袋
新町線）……………………7,348 万円

環境衛生

○ごみ焼却・破砕処理事業負担金（岩
手・玉山環境組合）…2億 1,339 万円

○し尿処理事業負担金（盛岡北部行
政事務組合）……………9,593 万円

産業振興

○一方井土地改良事業負担金
……………………………3,367 万円
○中小企業振興資金貸付事業
……………………………3,300 万円

その他

○共聴組合施設地デジ放送対応改修
補助金……………………9,828 万円
○岩手広域交流センター等管理運営
事業（管理運営委託）……5,430万円

○電子計算費事業………5,057 万円
○盛岡地区消防組合負担金
………………………2億 1,718 万円
○石神の丘美術館管理運営事業（管
理委託ほか）……………4,102 万円
○スポーツ文化センター整備事業
……………………………9,587 万円
○農地及び農業用施設災害復旧事業
……………………………2億281 万円
○公共土木施設災害復旧事業
………………………6億 6,019 万円
〇公営住宅災害復旧事業…3,084万円

平成23年度決算報告
一般会計85億円の主な使いみち

町には、国民健康保険、後期高齢者医療、公共下水道事業、戸別浄化槽事業、水道事業の5つの特
別会計があります。各会計の歳出は次のとおりです特別会計

10
周
年
を
迎
え
に
ぎ
わ
う
道
の
駅「
石
神
の
丘
」

㈱岩手町ふるさと振興公社

決算公告

各種保育事業などにより伸び
伸び成長する町の子どもたち

適切に管理され本年度開業 10 周年を迎
える岩手広域交流センター・プラザあい
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川
口
秋
ま
つ
り
盛
大
に
開
催

　

暑
く
長
か
っ
た
夏
も
よ
う
や
く

終
わ
り
、実
り
の
秋
を
迎
え
た
９

月
21
日
か
ら
23
日
の
３
日
間
、川

口
地
区
で
川
口
秋
ま
つ
り
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、恒
例
の
神み

こ
し
と
ぎ
ょ

輿
渡
御
が
行

わ
れ
、神
輿
を
先
頭
に
秋
浦
大
名
行

列
や
郷
土
芸
能
の
川
口
神
楽
、き
つ

ね
踊
り
、野
原
さ
ん
さ
踊
り
、勇
壮
華

麗
な
３
台
の
風
流
山
車
が
同
地
区

中
心
部
を
堂
々
運
行
。
中
日
に
は
照

明
に
彩
ら
れ
た
風
流
山
車
と
と
も

に
地
区
民
約
80
人
が
参
加
し
て
５

年
ぶ
り
に「
川
口
音
頭
」の
大
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
、沿
道
を
華
や
か
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
最
終
日
に
行
わ
れ

た
神
輿
還か

ん
ぎ
ょ御
で
は
、全
団
体
が
岩
手

川
口
駅
前
の
広
場
に
一
堂
に
集
結
。

次
々
に
演
舞
や
音
頭
を
披
露
す
る

と
大
勢
の
観
衆
か
ら
盛
ん
に
拍
手

喝
采
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
ま
つ
り
初
日
の
神
輿

渡
御
に
合
わ
せ
、町
は
観
光
ツ

ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。当
日
は
、

町
外
か
ら
19
人
が
参
加
。
町
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内

で
、同
ま
つ
り
の
ほ
か
、丹
藤
川
渓

流
や
園
井
恵
子
像
な
ど
同
地
区
の

名
所
を
見
学
。
参
加
者
た
ち
は
、

見
ど
こ
ろ
満
載
の
ツ
ア
ー
を
大
い

に
満
喫
し
ま
し
た
。

①全団体が集結した駅前広場。それぞれ披露した踊りや音
頭に観衆から大きな拍手が送られた②③還御で神輿を先導
する川口神楽と川口豊城稲荷神社の神輿④野原さんさ踊り
は２年ぶりの参加⑤心を込めて詠み挙げる山車組の音頭上
げ⑥かごに乗るお姫さまたち⑦「エーン、ドッコーイ、ドッ
コーイ、マーカショ」の掛け声とともに進む秋浦大名行列

め
で
た
め
で
た
の
祭
り
の
太
鼓

　
　
　

五
穀
豊
穣　

鳴
り
渡
る

大
勢
の
観
衆
が
拍
手
喝
采

①
②

③④

⑤

⑥ ⑦
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「農商工連携 “えん結び” 事業」スタート

NHKラジオ番組NHKラジオ番組
「歌の散歩道」公開録音「歌の散歩道」公開録音

11月９日（金）11月９日（金）

「森のアリーナ」「森のアリーナ」

日 時

会 場 町スポーツ文化センター町スポーツ文化センター

開　　場：午後５時開　　場：午後５時
開　　演：午後５時開　　演：午後５時4040分分
終演予定：午後７時終演予定：午後７時4040分分

観覧客席数：1,000人（予定）観覧客席数：1,000人（予定）

ゲスト 新沼謙治新沼謙治さんさん、橋幸夫、橋幸夫さんさん、水田竜子、水田竜子さんさん

◇往復はがき記入方法◇
【往信表面】  〒 020-8555
　　　　　  NHK盛岡放送局「歌の散歩道」係
【往信裏面】 ①郵便番号②住所③名前④電話番号
【返信表面】 ①郵便番号②住所③名前
【返信裏面】 何も書かないでください

締め切り迫
る！

入場は無料ですが入場整理券（1枚で2人入場可）が必要です。入場は無料ですが入場整理券（1枚で2人入場可）が必要です。
応募多数の場合、抽選のうえ入場整理券がNHKから送られます。応募多数の場合、抽選のうえ入場整理券がNHKから送られます。

男
同参画

女共あなたとわたし
　　共に育む

町は、男女が共に意見を尊重し、共に支え合い、共に生き生きと暮らせ
るまちづくりを進めるため、本年度3回の男女共同参画セミナーとフォー
ラムを開催します。男女共同参画について男性、女性問わず一緒に考え
てみましょう。

　第１回セミナーは９月15日、町総
合開発センターで行われました。
仕事と家事や育児などとの調和の
とれた暮らし「ワーク・ライフ・バ
ランス」をテーマにした今回は、ゲ
ストに帝京大学教育学部准教授の
柴田彩千子さん（38）＝東京都在住、
下大町出身＝と、お父さんによる
絵本読み聞かせ団体「おどっつぁん

Ｓ」代表の前川克寿さん（36）＝宮古
市＝を迎え、両ゲストの体験談など
からテーマについて考えました。
　柴田さんは、「長い人生の中で育
児はほんの短い期間。仕事との両
立は大変だけど、子どもと接する時
間は、より濃密に過ごしたい」と話
し、前川さんは「子どもとの触れ合
いに絵本はとても有効。父子のコ
ミュニケーションはもちろん、お母
さんの家事もはかどり自由な時間
ができる。『すごく助かる』などと
声を掛けると、お父さんもさらに頑
張るのでは」と父親による読み聞か
せを勧めました。参加者たちは、両
ゲストの話を頷きながら聞くなど、

テーマについて学びを深めたほか、
「おはなしカフェ」の時間にはゲス
トを交えてお茶とお菓子を楽しみ
ながら談笑。また、前川さんによる
絵本の読み聞かせも行われ、楽しい
午後のひとときを過ごしました。

　若手の農家と商工業者が協力し
て町の活性化を図ろうと町商工会
青年部（中村祐紀部長）は「農商工連
携“えん結び”事業」を開始しました。
　初会合は８月29日、ゆはず交流館
で開かれ、同青年部と新岩手農協青
年部岩手中央支部（松本剛支部長）の
メンバーら20人が出席。両青年部の
代表者が連携した活動を展開してい

くことを確認し、協定を結びました。
会合では、秀明大の清水克志助教が
「商機は『農に寄り添う覚悟』に宿る」
と題して講演。参加者たちは農業・
商工業お互いの理解を深めました。
　同事業は今後、勉強会や地元食
材の調理・試食会などを開催予定。
婚活や農業体験など共同イベント
の開催を計画しています。

連携確認

施　設　名 測定値 測定日
前ヶ沢集落センター 0.05

８月９日

吉谷地集会所 0.05
御堂新田集会所 0.05
御堂集落センター 0.05
水堀よりあいセンター 0.05
小山沢ふれあいセンター 0.05
朽木林地区集会所 0.05
北上開拓集会所 0.05
横沢集会所 0.04
水堀生活改善センター 0.06
川原木集落センター 0.04
ノ口集会所 0.06
豊岡開拓婦人ホーム 0.06
大坊地区公民館 0.06
岩瀬張地区集落センター 0.05

８月21日

日ノ神子集会所 0.05
白椛部落集会所 0.05
葉ノ木集会所 0.05
膝突集会所 0.05
集会所（大金沢） 0.04
金沢地区農林産物処理加工施設（小金沢） 0.05
相寅瀬集落センター 0.06
万部穴沢集会所 0.05
落葉集会所 0.05
大平集会所 0.06
崩集会所 0.07
五日市生活改善センター 0.06

８月９日

新町城山地区青年婦人会館 0.05
民部田自治会館 0.05
柳橋集会所 0.04
舘団地集会所 0.06
野口町会館 0.07
愛宕下公民館 0.09
江刈内集会所 0.06
林業研修センター（苗代沢） 0.06
犬袋振興会館 0.07

施　設　名 測定値 測定日
細沢地区多目的集会施設 0.05

８月９日

太田地区研修ふれあいセンター 0.04
横田地区コミュニティ消防センター 0.04
新田集会所 0.04
土川集会所 0.04
土川野原集会所 0.04
大森地区集落センター 0.03
中田集会所 0.04
黒石生活改善センター 0.05
北光集会所 0.05
大股集会所 0.05
上黒内集会所 0.05
黒内多目的施設 0.05
葉木田集会所 0.05
今松集会所 0.05
信義丘会館（鴫沢） 0.04

８月21日

浮島婦人ホーム 0.05
浮島地区多目的集会施設 0.07
岩崎集会所 0.07
沼袋公民館 0.05
子抱公民館 0.06
芦田内集会所 0.07
野原地区コミュニティ消防センター 0.05
雪浦集会所 0.06
川口駅通コミュニティ消防センター 0.05
川口地区コミュニティセンター（下町） 0.05
働く婦人の家（境田） 0.06
郷土芸能伝承館（秋浦） 0.06
高梨公民館 0.06
土滝公民館 0.05
子九十地区集落センター 0.05
南山形農産物処理加工施設 0.05
太布・水無集会所 0.04
丸泉寺集会所 0.05
穀蔵地区地域振興センター 0.06

除染基準を
大幅に下回る
各地区集会施設の空間放射線量

※各施設とも測定場所は玄関付近。測定高さは地上 50 ㌢。

町
は
８
月
９
日
と
21
日
、町
内

各
地
区
の
集
会
施
設
71
カ
所

で
空
間
放
射
線
量
を
測
定
し
ま
し

た
。
結
果
は
下
表
の
と
お
り
で
０
・

０
３
〜
０
・
０
９
μ
Ｓ
ｖ（
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
）／
時
と
な
っ
て
お
り
、

除
染
が
必
要
と
な
る
目
安
の
１
μ
Ｓ

ｖ
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、８
月
６
〜
８
日
に
は
各
小
中

学
校
や
保
育
施
設
、運
動
公
園
や
公
民

館
な
ど
で
放
射
線
量
の
測
定
を
行
っ

た
結
果
、０・０
３
〜
０・０
８
μ
Ｓ
ｖ

で
、除
染
の
基
準
を
下
回
る
測
定
値
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、こ
れ
ら
の
施

設
で
は
昨
年
９
月
と
今
年
４
月
に
も

測
定
を
行
い
ま
し
た
が
、今
回
の
測
定

値
は
、今
年
４
月
の
結
果
と
ほ
ぼ
同
じ

値
を
示
し
て
い
ま
す
。
各
施
設
ご
と
の

詳
し
い
数
値
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、担
当
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ先】役場農林環境課環
境係 62 － 2111 内線 308

単位：マイクロシーベルト／時

～ワーク・ライフ・バランスってなあに～
第１回セミナー「仕事も大事　家庭や子育ても大事」

ゲストの柴田さん（右から３人目）を交え
お茶を楽しみながら談笑する参加者たち

前川さんによる読み聞かせ。大人も子どもも
お父さんが読む絵本の世界に引き込まれた

○第２回セミナー　介護は女の仕事？
　～性別で役割を決めていませんか～
　日時：10月13日（土）午後 1時30分～
　場所：ゆはず交流館
○第３回セミナー　11 月 17 日（土）
○いわてまち男女共同参画フォーラム
　12 月 15 日（土）午後１時 30 分～
　岩手広域交流センター・プラザあい

【今後の予定】

役場企画商工課企画広報係 62-2111 内線 215

町の活性化へ農業・商工業の若手

観覧申込は10月 12日（金）《必着》
NHK盛岡放送局に往復はがきで応募ください

【問い合わせ先】　役場企画商工課商工観光係 62-2111内線213、214

商工業㊧と農業の代表者㊨が講師
の清水氏を立会人とし協定を締結
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

Topics01

No.278

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線217］まで

孫たちの成長が励み

No.278

①沼宮内保育所の園児が元気いっぱいに八木節を披露し
た沼宮内公民館②婦人会による踊りも披露された③長寿
を祝って披露されるアトラクションを楽しむ参加者たち

いつか
どこかで

学びやに響き渡る秋の音色
一方井小にスズムシを寄贈

Ｔｏｐ
ｉｃｓ
02

八尾さんからスズムシの生態や飼育方法を聞く児童たち

佐々木　圭
け い こ

子 さん （77)=下大町=

　

一
方
井
小（
長
内
俊
一
校
長
、児

童
89
人
）は
９
月
19
日
、地
元
の
八

尾
光
利
さ
ん（
80
）＝
一
方
井
＝
が

育
て
た
ス
ズ
ム
シ
約
60
匹
の
寄
贈

を
受
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、生
活
科
の
授
業
と
し

て
１
、２
年
生
の
計
30
人
が
一
緒
に

八
尾
さ
ん
か
ら
ス
ズ
ム
シ
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。
八
尾
さ
ん
は
、児
童

た
ち
に
ス
ズ
ム
シ
の
生
態
や
飼
育

方
法
な
ど
を
説
明
。「
ス
ズ
ム
シ
の

一
生
は
短
い
。
そ
の
短
い
間
に
声

を
聞
か
せ
て
く
れ
る
。
命
を
大
事

　
９
月
17
日
の「
敬
老
の
日
」に
先
立

ち
、毎
年
恒
例
の
町
敬
老
会
は
９
月

18
日（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
ラ
ベ

ン
ダ
ー
」は
21
日
、「
あ
ん
ず
の
里
」

は
25
日
）、町
社
会
福
祉
協
議
会（
田

中
寛
悦
会
長
）や
町
が
主
催
し
て
町

内
14
会
場
で
行
わ
れ
、お
年
寄
り
の

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
、来
年
３
月
末
ま
で
に
75

歳
以
上
に
な
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

２
９
５
５
人
を
招
待
。
当
日
は
、各

会
場
に
１
５
１
６
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
町
は
、１
０
０
歳
を
超
え
る

７
人
を
は
じ
め
、１
０
０
歳
到
達
者

３
人
、99
歳
の
白
寿
４
人
、88
歳
の
米

寿
１
１
２
人
、80
歳
の
傘
寿
２
０
３

人
の
皆
さ
ん
に
記
念
品
を
贈
呈
。

町
内
の
最
高
齢
は
本
年
度
中
に

１
０
４
歳
を
迎
え
る
武
田
ミ
サ
オ

さ
ん
＝
新
田
＝
で
す
。
会
場
で
は
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
婦
人
会
な

ど
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、地
域
を
挙
げ

て
お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝
い
ま
し

た
。
沼
宮
内
公
民
館
で
は
沼
宮
内
保

育
所
の
園
児
が
八
木
節
を
披
露
。「
お

じ
い
さ
ん
、お
ば
あ
さ
ん
元
気
で
い

て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひひととままちち

岩崎ミヨ子さんの孫

鈴木 真
ま ゆ

優ちゃん（岩瀬張）

いつも笑顔で優しい子
に育ってね

高畑幹代さんの次男

高畑 陸
り く と

斗くん（上野口町）

思いやりのある子に
なってね

１歳児健診に来てくれた
お子さんのかわいい笑顔
を紹介します。

に
し
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
掛
け
ま

し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
ス
ズ
ム
シ
は

校
舎
内
に
置
か
れ
、鳴
か
な
く
な
る

10
月
下
旬
ご
ろ
ま
で
児
童
が
飼
育
。

児
童
た
ち
は
、授
業
中
に
か
す
か
に

聞
こ
え
る
ス
ズ
ム
シ
の
鳴
き
声
と

と
も
に
学
習
し
ま
す
。

　

７
〜
８
年
前
か
ら
同
小
へ
寄
贈

を
続
け
る
八
尾
さ
ん
は
、「
ス
ズ

ム
シ
の
声
を
聞
く
と
気
持
ち
が
落

ち
着
く
。
虫
の
声
に
耳
を
傾
け
る

よ
う
な
素
直
な
子
ど
も
に
育
っ
て

ほ
し
い
」と
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

ススママ
イイルル

ベベ

イイビビ　ー

ズズ

　「友だち４人と月２回の定例のお茶飲み会や庭の花の手入れを楽しみに暮
らしています。今年の夏は暑かったので汗をかいた後のお風呂も楽しみの一
つですね」と話す圭子さん。町の保健推進員や食生活推進員を務めた経験か
ら健康には人一倍気を配ります。「自分なりの健康の秘訣は毎日の散歩でし
たが、膝を悪くしてからは、肉類を少し控えてコレステロールを多く摂取しな
いように心掛けています」と話します。「地元生まれで地元に嫁ぎ、今は１人
暮らしですが、近くに住む娘夫婦もよく遊びに来てくれます。孫たちの成長
が励みになりますね」とうれしそうに話します。

日本代表のホッケー選手
　将来は「ドリブルで相手選手を抜いて点数を決め
られる日本代表のホッケー選手なりたい」と笑顔で
話す響希さん。所属する水堀・沼宮内ホッケースポー
ツ少年団では今年、キーパーから待望のフィールド
プレーヤーに転身し張り切っています。学校では図
書委員会に所属。好きな科目は体育で、走るのが得
意。苦手な教科は国語ですが、苦手をなくそうと漢
字の書き取りや文章を書くことを頑張っています。
また、今月の町秋まつりには駒踊りで参加。本番を
とても楽しみに毎晩の練習に励んでいます。

「
敬
老
会
」町
内
14
会
場
で
開
催

地
域
の
み
ん
な
で
長
寿
を
祝
う

③

①

帷子守さんの次女

帷子 愛
あ ず み

純ちゃん（丹藤）

笑顔が素敵な愛純。
♡だいすきっ♡

武田敏幸さんの長女

武田 あぐりちゃん（今松）

元気に丈夫に育っ
てね

お子さんの紹介

な ま え　（ 地 区 ）
保護者から一言

②

（沼宮内小５年）

横沢拓也さんの三女

横沢 結
ゆの

ちゃん（上横沢）

笑顔の素敵な、元気
な子になってね♡

岩舘 岩舘 響響
ひ び きひ び き

希希  さんさん
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い
思
い
に
主
張
を
展
開

○
わ
た
し
の
主
張
北
岩
手
地
区
大
会

○
わ
た
し
の
主
張
北
岩
手
地
区
大
会

　

中
学
生
に
よ
る「
わ
た
し
の
主
張
北
岩
手
地

区
大
会
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）は
８
月
24

日
、葛
巻
町
の
葛
巻
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、八
幡
平
市
、葛
巻
町
、岩
手
町
の
12
校

の
代
表
が
思
い
思
い
に
主
張
を
展
開
。
家
庭

や
学
校
、地
域
な
ど
の
出
来
事
に
対
す
る
意
見

や
感
想
、体
験
か
ら
得
た
自
分
の
思
い
を
発
表

し
ま
し
た
。
当
町
か
ら
は「
チ
ー
ム
と
独
り
」

の
題
で
主
張
を
展
開
し
た
東
部
中
３
年
の
高

村
佳
生
君
と
、「
毎
日
が
夢
へ
と
続
く
道
」と

題
し
て
発
表
し
た
一
方
井
中
３
年
の
菊
池
慧

君
が
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

航
空
自
衛
隊
北
部
航
空
音
楽
隊（
佐
藤
義

政
隊
長
）の
演
奏
会
は
９
月
１
日
、森
の
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、三

沢
基
地
に
所
在
し
、北
東
北
・
北
海
道
を
代

表
す
る
吹
奏
楽
団
と
し
て
活
躍
す
る
同
隊

が
、行
進
曲
や
ジ
ャ
ズ
の
ほ
か
、東
北
の
民
謡

や
ア
ニ
メ
、ポ
ッ
プ
ス
の
楽
曲
な
ど
を
ア
レ

ン
ジ
し
た
12
曲
を
演
奏
。
会
場
に
詰
め
か
け

た
約
８
０
０
人
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、演
奏
会
終
了
後
に
は
、同
隊
に
よ
る
吹

奏
楽
の
指
導
会
が
開
催
さ
れ
、沼
宮
内
中
の

生
徒
が
指
導
を
仰
ぎ
ま
し
た
。

思

▼2012.08.24

０
０
人
の
聴
衆
を
魅
了

○
航
空
自
衛
隊
音
楽
隊
演
奏
会

○
航
空
自
衛
隊
音
楽
隊
演
奏
会

８

度
以
上
の
急
坂
に
挑
む

○
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
ト
ラ
イ
ア
ル

○
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
ト
ラ
イ
ア
ル

大勢の観衆や仲間が見守る中、果敢に急坂に挑むライダー

　

北
緯
40
度
線
上
の
市
町
村
を
横
断
し
な
が

ら
バ
イ
ク
の
操
作
技
術
を
競
う
第
36
回
出
光

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
ト
ラ
イ
ア
ル
大
会
は
８
月
26

日
、町
北
緯
40
度
公
園
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、約
90
人
の
ラ
イ
ダ
ー
た
ち
が
同
公
園

の
角
度
40
度
以
上
の
急
坂
登
坂
に
挑
戦
。
到

達
地
点
な
ど
に
よ
り
、点
数
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
自
由
自
在
に
バ
イ
ク
を
操
る
ラ
イ
ダ
ー

た
ち
の
中
で
も
”壁　
“
を
登
り
切
っ
た
ラ
イ

ダ
ー
は
２
割
程
度
。
登
頂
者
に
は
記
念
品
と

し
て
、キ
ャ
ベ
ツ
専
用
ド
レ
ッ
シ
ン
グ「
キ
ャ

ベ
タ
リ
ア
ン
宣
言
」が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

40

胸躍る数々の楽曲を披露し、聴衆を魅了した北部航空音楽隊

　

全
国
で
講
演
活
動
を
行
う
”お
は
な
し
お
ば

さ
ん　
“
こ
と
藤
田
浩
子
さ
ん（
75
）＝
千
葉
県
在

住
＝
の
お
は
な
し
会
・
講
演
会
は
９
月
２
日
、

ゆ
は
ず
交
流
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

児
童
や
保
護
者
な
ど
１
３
５
人
が
参
加
。
参
加

者
は
、藤
田
さ
ん
が
披
露
す
る
さ
ま
ざ
ま
な「
お

は
な
し
」や
手
遊
び
な
ど
を
親
子
で
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
た
。福
士
奈
穂
子
さ
ん（
35
）＝
田
中・

栄
小
路
＝
は
２
人
の
娘（
真
菜
ち
ゃ
ん（
６
）、結

衣
ち
ゃ
ん（
３
））を
連
れ
て
参
加
。「
話
術
や
小

道
具
の
使
い
方
が
と
て
も
上
手
で
、子
ど
も
た

ち
も
私
も
楽
し
め
ま
し
た
」と
感
激
し
ま
し
た
。

○
藤
田
浩
子
さ
ん
お
は
な
し
会

○
藤
田
浩
子
さ
ん
お
は
な
し
会

楽

小道具を巧みに使った「おはなし」に引き込まれる参加者たち

▼2012.08.26▼2012.09.02

自分の主張を堂々と発表し優良賞を受賞した一方井中菊池慧君

し
い
お
は
な
し
に
感
激

◆平成24年度国民体育大会東北ブロック大会兼第
39回東北総合体育大会ホッケー競技（8月31日～
9月2日、秋田県羽後町）

▼成年男子　①岩手県②宮城県③山形県、秋田県

▼成年女子　①岩手県②宮城県③福島県、山形県

▼少年男子　①岩手県②福島県③宮城県、秋田県

▼少年女子　①岩手県②宮城県③福島県、山形県
※岩手県チームは４種別で国体出場権を獲得
◆第40回町スポーツ少年団ホッケー交流会（9月9
日、町ホッケー場）　 ▼１部男子　①水堀・沼宮内②
久保・一方井　 ▼１部女子　①一方井・久保②水堀・
沼宮内　 ▼２部　①久保・一方井②川口
◆復興祈念少年サッカー親睦交流大会inくずまき
（9月16-17日、葛巻町）　 ▼Ｕ-11　①ゆはずＦＣ
フィゼンツ②大船渡三陸ＦＣシーガル（大船渡市）③
盛岡太田東サッカー少年団（盛岡市）　 ▼ Ｕ-9　①
久慈ＦＣ（久慈市）②大船渡三陸ＦＣシーガル③ゆは
ずＦＣフィゼンツ

●  記録ファイル  ●走る・投げる・跳ぶ、全力で
○第５回町小学校陸上記録会

　平成24年度第５回町小学校陸上競技記録会は9月４日、川
口小グラウンドで開催されました。当日は、町内の8小学校
の代表選手が男女全28種目で熱戦を展開。会場は各校の応
援団や父母から盛んに声援が送られるなど熱気に包まれま
した。各選手は、自己ベストを目指して全力を尽くし、４つ
の大会新記録が生まれました。
【大会新記録】　▼6年男子100m　13秒1　高村祐飛（川
口小）　▼6年男子1000m　3分24秒8　田村圭梧（沼宮内
小）　▼4年女子100m　16秒2　情野花音（川口小）　▼
女子最強リレー　62秒3　一方井小

 ▼2012.09.04

▼2012.09.01

各競技で全力を尽くす選手たち
と大きな声援を送る応援団

所属選手の国体出場を応援
○ＳＷＳ東日本タオル寄贈  ▼2012.09.19

民
部
田
町
長
に
目
録
を
贈
呈
し
、タ
オ
ル
の
見

本
を
披
露
す
る
Ｓ
Ｗ
Ｓ
東
日
本
後
藤
取
締
役
㊨

　自動車用部品を製造する町の誘致企業ＳＷＳ東日本㈱は
9月19日、第67回国民体育大会「ぎふ清流国体」（9月29日～
10月9日、岐阜県）に出場する県ホッケーチームへ、スポーツ
タオル120枚を贈りました。同社の後藤卓史取締役は「今国
体のホッケー成年女子に、わが社から2人の選手が選ばれま
した。会社を上げて応援したい」と話し、県ホッケー協会長
の民部田幾夫町長にタオルの目録を贈呈。民部田町長は「Ｓ
ＷＳ東日本は本町を代表する誘致企業。町やホッケーとと
もに歩んでいただきたい。国体出場４チームには応援に応
える活躍を期待します」と感謝の言葉を述べました。
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張
り
合
い
の
あ
る

生
活
を
送
る
た
め
に

今月は山口重子保健師長今月は山口重子保健師長
からのお便りですからのお便りです

健康・福祉情報

ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く

　
付
き
合
い
ま
し
ょ
う

文化・情報

No.07

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

大
下
松
三
さ
ん（
77
歳
）＝
大
坊
＝
で
す
。

　

国
道
２
８
１
号
を
葛
巻
方
面
に
向
か

い
、「
赤
杉
」の
バ
ス
停
か
ら
林
道
に
右
折

し
て
約
８
０
０
㍍
進
ん
だ
国
有
林
地
内
に

こ
ん
こ
ん
と
湧
く
清
水
が
あ
り
ま
す
。「
ご

飯
を
炊
く
の
に
使
っ
て
い
る
」「
コ
ー
ヒ
ー

や
お
茶
が
お
い
し
く
な
る
」と
町
内
外
の

人
が
汲
み
に
訪
れ
る
隠
れ
た
名
水
で
す
。

　

古
く
か
ら
住
民
ら
が
往
来
し
た
細
道
。

動
物
に
荷
を
引
か
せ
る
な
ど
し
て
、や
っ

と
の
思
い
で
山
越
え
し
て
き
た
先
人
の
の

ど
を
潤
し
、疲
れ
を
癒
し
て
き
た
こ
と
か

ら
昭
和
57
年
ご
ろ
地
区
民
ら
が
、こ
の
湧

水
を「
お
助
け
清
水
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　

こ
の
水
が
大
坊
川
に
注
ぎ
、北
上
川
へ
入

り
、盛
岡
市
や
一
関
市
を
流
れ
て
石
巻
の
海

へ
た
ど
り
着
く
。
目
を
つ
む
る
と
川
の
せ

せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
、北
上
夜
曲
が
風
に
乗
っ

て
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「
お
助
け
清
水
」

先人ののどを潤し「お助け清水」と名付けられた湧水。
今夏の少雨でも枯れることなく勢いよく湧き出ています

まちの文芸
町立図書館
62-2877

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

俳
句

川
柳
席
題「
指
」　

柴
田　

満
子　

選

山
下
げ
の
牛
一
列
に
秋
の
風 

遠
藤　

金
作

露
け
し
や
生
涯
続
く
句
の
縁 

佐
々
木
小
夜

敬
老
会
参
加
と
答
へ
寂
し
か
り 

佐
藤　
　

栄

本
丸
や
蝉
は
千
歳
の
哀
し
鳴
き 

志
田　

悦
朗

膝
病
め
ば
冷
た
く
触
る
る
秋
の
風 

柴
田　

ヒ
ノ

秋
暑
し
威
嚇
鴉
の
く
ち
赤
し 

白
井　

梅
子

余
ら
ざ
る
作
柄
で
よ
し
稲
の
秋 

山
口　

國
男

足
腰
の
痛
み
忘
れ
て
墓
掃
除 

高
橋　

麗
子

道
す
が
ら
清
き
桔
梗
小
薮
中

　
　

手
向
け
迎
え
む
先
祖
の
御
霊 

志
田　

悦
朗

不
自
由
か
淋
し
か
な
い
か
群
な
か
れ

　
　

吾
に
添
い
来
る
一
本
足
の
鳩 

高
橋　
　

  

糸

明
け
方
の
残
れ
る
月
を
見
つ
つ
ゐ
て

　
　

遠
く
住
み
ゐ
る
子
等
を
思
へ
り 

橋
本　

千
代

津
波
に
て
流
れ
し
生
家
に
夫
と
き
て

　
　

跡
地
に
た
ち
て
茶
菓
を
添
え
し 

横
澤　
　

泉

住
む
な
ら
ば
や
は
り
文
化
の
中
心
部

　
す
て
で
ん
ぐ
し
て
つ
も
ぐ
れ
ん
こ
し
て 

佐
藤　

水
魚

短
歌

〈
佳
作
〉

同
じ
指
な
の
に
ど
う
し
て
ピ
ア
ノ
弾
く　
　

土
橋
は
つ
お

指
を
見
て
こ
の
人
働
く
人
に
見
え 

　
　

 

四
日
市
俊
悦

〈
秀
逸
〉

幸
せ
を
装
う
ご
と
く
指
輪
買
う 

　
　
　
馬
渕　
　
草

百
姓
の
母
の
手
一
つ
ご
つ
い
指 

　
　
　
菊
池　
一
覚

〈
特
選
〉

金
メ
ダ
ル
笑
顔
が
ひ
か
る
Ⅴ
サ
イ
ン 

　
　
　

佐
藤　

小
草

光
る
も
の
な
い
が
元
気
で
働
く
指 

　
　
　

自　
　
　

句

【10月の休館日】　毎週月曜日、10/26（金）
ただし、10/ ８（月・祝）は開館し、翌日９日（火）
に休館します。

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け
小　説 はかぼんさん さだ　まさし
小　説 微笑む人 貫井　徳郎
実用書 日本林業を立て直す 速水　亨　

児童向け
絵　本 こぎつねトンちゃんきしゃにのる 二見　正直
読み物 名犬ボニーはマルチーズ ベル・ムーニー
実用書 空港の大研究 秋本　俊二

　11月から土曜・日曜・祝日の開館時間が９時～
17時になります。お間違えのないようにご注意く
ださい。

図書館の行事　

【日時】　10月25日（木）
　　　　午後３時30分～
【対象】　幼児、小学生

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇ゆはずチビッコ映画会◇
※10月のおはなし会はお休みし、
11月4日、25日の2回開催します。
詳細はお問い合わせください。

・
楽
し
く
食
事
で
き
る
環
境
を
作
る

・
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

・
食
事
を
抜
か
な
い

●
運
動　

・
ス
ト
レ
ッ
チ
で
身
体
を
ほ
ぐ
す

・
辛
く
な
ら
な
い
程
度
の
頻
度
と
強

度
で
運
動
す
る

・
一
緒
に
運
動
で
き
る
仲
間
を
作
る

●
入
浴

　

入
浴
す
る
こ
と
で
、全
身
の
血
行

が
よ
く
な
り
、代
謝
が
活
発
に
な
っ

て
、心
身
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
ま
す
。

●
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

　

日
常
か
ら
離
れ
、自
分
が
心
か
ら

楽
し
め
る
こ
と
に
没
頭
し
て
い
る

と
、い
つ
の
ま
に
か
嫌
な
こ
と
を
忘

れ
て
い
た
り
し
ま
す
。
自
分
が
熱
中

で
き
る
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、自
分
自
身
の
行
動
パ
タ
ー

ン
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
、ス
ト
レ
ス

を
助
長
す
る
要
素
が
潜
ん
で
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、生
活
を
見
直

す
こ
と
も
大
切
で
す
。

 【
相
談
窓
口
】　

〇
役
場
健
康
福
祉
課

62
‐
２
１
１
１
内
線
５
１
３

〇
県
央
保
健
所

０
１
９
‐
６
２
９

‐
６
５
７
４　

〇
こ
こ
ろ
の
電
話（
県
精
神
保
健

セ
ン
タ
ー
）
０
１
９
‐
６
２
２
‐

６
９
５
５

　

私
た
ち
は
、仕
事
や
育
児
、介
護
な

ど
の
負
担
、ま
た
、集
団
生
活
の
中
で

の
人
間
関
係
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ス

ト
レ
ス
を
受
け
や
す
い
状
況
で
生
活

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、そ
の
ス
ト

レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
い
、張
り
合

い
の
あ
る
生
活
を
送
る
方
法
を
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
は
誰
に
で
も
あ
り
、そ

れ
を
完
全
に
取
り
去
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
誰
も
が
大
な
り
小
な
り
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
な
が
ら
生
活
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、ス
ト
レ
ス
が
た
ま

っ
た
状
態
が
長
く
続
け
ば
、心
身
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、次
の
よ
う
な
症

状
や
サ
イ
ン
が
現
れ
て
き
ま
す
。

【
心
理
面
】　

イ
ラ
イ
ラ
す
る
、怒
り

っ
ぽ
く
な
る
、不
安
感
、無
気
力
、疲

労
感
、抑
う
つ
感
、集
中
力
の
低
下

【
身
体
面
】　

頭
痛
、肩
こ
り
、動
悸
、め

ま
い
、下
痢
・
便
秘
、不
眠
、食
欲
不
振

【
行
動
面
】　

過
食
、深
酒
、遅
刻
・
欠

勤
、暴
力
的
な
言
動
、人
づ
き
あ
い
を

　いじめや不登校、親による虐待から子どもを守る
ことは、社会全体で取り組まなければならない課題
です。町では、「児童家庭相談窓口」を設けています。
いつでも気軽にご利用ください。

　子どもを虐待から守るための５カ条

①「おかしい」と感じたらすぐ連絡
　通告は皆さんの義務です。もし、虐待の事実がな
かったとしても、責任を問われることはありません。

　 ○「児童家庭相談窓口」役場町民課子育て支援係
62-2111内線505　○県福祉総合相談センター
019-629-9604（相談は24時間、秘密厳守）

児童虐待は早期発見が必要なのです。
②「しつけのつもり…」は言い訳
　子どもの立場で判断しましょう。
③一人で抱え込まないで
　「助けを求める」、「相談する」など、できること
からすぐ実行しましょう。
④親の立場より子どもの立場を
　子どもの命が最優先です。
⑤虐待は身近でも起こりうる
　児童虐待は特別なことではありません。

児童家庭相談窓口をご利用ください

避
け
る

　

ス
ト
レ
ス
を
早
め
に
自
覚
す
る
こ

と
は
、ス
ト
レ
ス
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ

な
い
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

い
つ
も
と
違
う
状
態
に
気
付
い
た

ら
、「
私
の
こ
こ
ろ
は
疲
れ
て
い
る
」

と
受
け
止
め
て
、早
め
の
対
策
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
た
め
に
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
効
果
的
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
が
で
き
る
こ

と
か
ら
実
行
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
睡
眠　

・
安
眠
で
き
る
環
境
を
整
え
る　

・
睡
眠
時
間
の
長
さ
に
こ
だ
わ
ら
な
い

・
就
寝
前
の
カ
フ
ェ
イ
ン
や
ア
ル
コ

ー
ル
の
摂
取
を
控
え
る　

・
毎
朝
決
ま
っ
た
時
間
に
起
き
る
よ

う
に
す
る

●
食
事

・
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
を

11月は児童虐待防止月間です

ス
ト
レ
ス
が
引
き
起
こ
す
症
状

疲
れ
た
心
に
気
付
い
た
ら

た
め
な
い
生
活
の
た
め
に
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YOUNG

散歩

ヤ
ン
グ

　
　

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
㈱

０
１
９
‐
６
５
２
‐
９
８
０
２

　

総
務
省
は
、10
月
15
日（
月
）
〜

21
日（
日
）を「
行
政
相
談
週
間
」と

定
め
、全
国
一
斉
に
各
種
行
事
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
週
間
に
行
政

相
談
委
員
は
、次
の
と
お
り
特
設

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

で
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
担

当
す
る
行
政
相
談
委
員
は
、田
村

禮
子
さ
ん
で
す
。
な
お
、相
談
は

無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
。

【
相
談
日
時
・
会
場
】　

○
10
月
15

日（
月
）午
後
２
時
〜
５
時　

北
山

形
公
民
館　

○
16
日（
火
）午
後
２

時
〜
５
時　

川
口
公
民
館　

○
17

日（
水
）午
後
２
時
〜
５
時　

一
方

井
公
民
館　

○
18
日（
木
）午
後
２

時
〜
５
時　

水
堀
公
民
館　

○
19

日（
金
）午
前
９
時
〜
正
午　

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム　

○
20
日（
土
）午

後
２
時
〜
５
時　

久
保
公
民
館

　
役
場
総
務
課
地
域
安
全
係

62

‐
２
１
１
１
内
線
２
０
３
、２
０
８

　

東
北
財
務
局
盛
岡
財
務
事
務
所

は
、自
ら
の
収
入
で
返
済
し
き
れ
な

い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、お
悩
み
の

人
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
秘
密
厳
守
・
無
料
で
す
。
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
受
付
日
時
】　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、年
末
年
始
除
く
）午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

【
場
所
】　

盛
岡
合
同
庁
舎
１
号
館

（
盛
岡
市
内
丸
７
‐
25
）

【
相
談
専
用
電
話
】
０
１
９
‐

６
２
２
‐
１
６
３
７

　

東
北
財
務
局
盛
岡
財
務
事

務
所
理
財
課

０
１
９
‐
６
２
５

‐
３
３
５
３

　

町
は
、列
車
通
学
者
を
持
つ
家

庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
通
学
定
期
券
の
購
入
に
掛
か
っ

た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

【
対
象
】　

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄

道
の
通
学
定
期
利
用
者
の
保
護
者
。

な
お
、通
学
定
期
の
有
効
期
限
が
平

成
24
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
も
の
に
限
り
ま
す

【
申
請
方
法
】　

Ｉ
Ｇ
Ｒ
各
駅
か
ら

使
用
証
明
を
受
け
た「
Ｉ
Ｇ
Ｒ
通
学

岩
手
町
役
場

　

62ｰ

２
１
１
１

No.292
【プロフィル】　せがわ・じゅん（21）＝二ッ森＝。盛岡農業高校を平
成22年に卒業。専門学校を経て、平成23年４月、岩手町職員に採用。
血液型Ａ型、おひつじ座。

　「読書の秋、食欲の秋、いろいろありますが、私にとってはやっぱり
スポーツの秋ですね」と話す潤さんは、町教育委員会で町のスポーツ
振興を担当。中高時代は野球部で現在も体協や役場の野球チームに
所属するスポーツマンです。「10月は町民体育祭を開催します。ニュー
スポーツ交流会やホッケー大会、ゲートボール大会など盛りだくさん
です。ぜひ、町の皆さんにスポーツに親しんでほしいですね」と呼び
掛ける潤さんの理想の女性像は「雰囲気も気持ちも優しい感じの人」
だとか。就職して２年目、「1年目は手探り状態でした。今年は少し
考えられるようになりました。早く町の皆さんに信頼される職員に
なれるように頑張ります」と意欲を持って仕事に取り組んでいます。

皆さんに信頼される職員に

瀬川　潤 さん

お
知
ら
せ

 

問
い
合
わ
せ
先　
　

 

申
し
込
み
先

Iwatemachinnformation Iwatemachinnformation
定
期
補
助
金
交
付
申
請
書
」を
役
場

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

【
申
請
期
限
】　

10
月
31
日（
水
）　

※
土
・
日
・
祝
日
は
、日
直
が
受
け

付
け
ま
す

・
　

役
場
企
画
商
工
課
企

画
広
報
係（
役
場
２
階
⑤
番
窓
口
）

62
‐
２
１
１
１
内
線
２
１
５

　

町
と
㈱
ゼ
ン
リ
ン
が
共
同
で
発

刊
す
る「
岩
手
町
暮
ら
し
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク（
仮
称
）」に
協
賛
い
た

だ
け
る
広
告
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
10
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
㈱

ゼ
ン
リ
ン
が
各
事
業
所
に
伺
い
ま

す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

は
、町
の
行
政
情
報
と
地
図
情
報

が
収
録
さ
れ
来
年
３
月
ご
ろ
全
世

帯
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

㈱
ゼ
ン
リ
ン
盛
岡
営
業
所

０
１
９
‐
６
２
２
‐
７
２
３
０

　
「
農
作
業　

笑
顔
の
豊
作　

無

事
故
か
ら
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
11

月
15
日
ま
で
秋
の
農
作
業
安
全
月

間
が
行
わ
れ
ま
す
。
農
業
機
械
の

転
倒
、転
落
や
野
焼
き
に
よ
る
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
農
作
業

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
家
族
で
声
を

掛
け
合
っ
て
、ゆ
と
り
あ
る
計
画

的
な
農
作
業
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、万
が
一
の
事
故
に
備
え
て

労
災
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

詳
細
は
岩
手
労
働
局
ま
た
は
盛
岡

労
働
基
準
監
督
署
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

○
役
場
農
林
環
境
課
農
林

振
興
係

62
‐
２
１
１
１
内
線

３
０
５
、３
０
６　

○
岩
手
労
働
局

０
１
９
‐
６
０
４
‐
３
０
０
１

○
盛
岡
労
働
基
準
監
督
署
０
１
９

‐
６
２
１
‐
５
１
１
５

　

県
と
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
は
、東
日
本
大
震
災
津
波
で

被
災
し
た
人
で
市
町
村
国
民
健
康

保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
の
窓
口
負
担
免

除
を
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
延

長
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
10
月
１
日
以
降
、免

除
を
受
け
る
場
合
は
、新
し
い
免

除
証
明
書（
10
月
１
日
以
降
の
期

限
に
な
っ
て
い
る
も
の
）を
医
療

機
関
の
窓
口
に
示
し
て
く
だ
さ

い
。
有
効
期
限
の
切
れ
た
免
除
証

明
書
は
使
え
ま
せ
ん
。
新
し
い
免

除
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
国
保
年
金
係

（
役
場
１
階
③
番
窓
口
）
62
‐

２
１
１
１
内
線
５
０
２

　

県
は
、10
月
11
日
か
ら
17
日
ま

で
違
反
建
築
防
止
週
間
を
実
施
し

ま
す
。
15
日（
月
）に
は
、県
下
全

域
で
違
法
な
建
築
物
が
な
い
か
公

開
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、こ
の
週
間
中
に
建
築

相
談
所
を
開
設
し
、住
民
の
相
談

に
答
え
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ

い
。・

　

盛
岡
広
域
振
興
局

土
木
部

０
１
９
‐
６
２
９
‐

６
６
５
０

　

岩
手
・
玉
山
斎
場「
浄
霊
苑
」の

火
葬
時
刻
は
、火
葬
炉
へ
の
火
入

れ
の
時
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご

焼
香
な
ど
は
通
常
、火
葬
時
刻（
火

入
れ
時
刻
）の
10
〜
15
分
程
度
前

に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
火
葬
時
刻（
火
入
れ
時
刻
）】

①
午
前
９
時　

②
午
前
10
時

③
午
後
１
時　

④
午
後
２
時

　

岩
手
・
玉
山
環
境
組
合

０
１
９
‐
６
８
２
‐
０
５
５
２

笑
顔
の
豊
作
無
事
故
か
ら

■
秋
の
農
作
業
安
全
月
間

広
告
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集
！

■
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

窓
口
負
担
免
除
が
延
長
に

■
国
保
後
期
高
齢
者
医
療

そ
の
他

建
築
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
！

■
違
反
建
築
防
止
週
間

10
月
中
に
申
請
く
だ
さ
い

■
Ｉ
Ｇ
Ｒ
通
学
定
期
の
補
助

せ
く
だ
さ
い

　

・　
　

県
立
二
戸
高
等
技
術
専

門
校（
〒
０
２
８
‐
６
１
０
３
二

戸
市
石
切
所
字
上
野
々
92
‐
１
）

０
１
９
５
‐
23
‐
２
２
２
７

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

各
種
子
育
て
講
習
会
を
行
い
ま

す
。
講
習
会
開
催
中
は
子
育
て
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
託
児
を

行
い
ま
す
の
で
気
軽
に
参
加
く
だ

さ
い
。

○
育
児
講
習

　
「
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
演
奏
に

　
　

合
わ
せ
て
歌
っ
て
遊
ぼ
う
」

【
日
時
】　
10
月
16
日（
火
）午
前
10
時

【
場
所
】　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
費
用
】　

無
料

【
定
員
】　

10
組（
先
着
順
）

【
申
込
期
限
】　

10
月
９
日（
火
）

○
趣
味
講
習

　
「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で

　
　
　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
よ
う
」

【
日
時
】　
10
月
25
日（
木
）午
前
10
時

【
場
所
】　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー　

村
山
吾
希
子
さ
ん

【
費
用
】　

無
料

【
持
ち
物
】　

汗
拭
き
タ
オ
ル
、保

護
者
の
中
ズ
ッ
ク
、飲
み
物

【
定
員
】　

10
組（
先
着
順
）

【
申
込
期
限
】　

10
月
18
日（
木
）

・
　

町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

65
‐
２
１
３
１

　

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
㈱
は

「
銀
河
鉄
道
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま

す
。
入
場
無
料
で
す
。

【
日
時
】　
10
月
13
日（
土
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時　
※
荒
天
中
止

【
会
場
】　
Ｉ
Ｇ
Ｒ
好
摩
駅
東
側
特
設

会
場　
※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
列
車
で
来
場
く
だ
さ
い
。
な

お
、列
車
で
の
来
場
者
先
着
１
０
０

人
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

【
主
な
内
容
】　
①
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

②
ち
び
っ
子
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

（
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
な
ど
）　
③
食
事
・
買
い

物
コ
ー
ナ
ー
（
い
わ
て
ま
ち
焼
き
う

ど
ん
、沿
線
の
野
菜
販
売
な
ど
）　
④

鉄
道
コ
ー
ナ
ー
（
レ
ー
ル
切
断
実
演

販
売
、鉄
道
グ
ッ
ズ
販
売
）　
⑤
鉄
道

大
好
き
っ
子
あ
つ
ま
れ
〜
（
各
種
車

両
展
示
、乗
車
体
験
な
ど
）

募
集
し
て
い
ま
す

行
わ
れ
ま
す

　

県
立
二
戸
高
等
技
術
専
門
校

は
、平
成
25
年
度
学
生
募
集（
推
薦

入
校
選
考
、一
般
入
校
選
考
）を
行

い
ま
す
。

【
募
集
コ
ー
ス
】　

自
動
車
シ
ス
テ

ム
科（
募
集
定
員
20
人
）、建
築
科

（
募
集
定
員
15
人
）

【
応
募
資
格
】　

高
等
学
校
を
卒
業

し
た
人（
平
成
25
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
人
を
含
む
）、ま
た
は
こ
れ

と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
人
。
た
だ
し
、推
薦

選
考
は
、平
成
25
年
３
月
に
卒
業

見
込
み
で
学
校
長
が
推
薦
し
た
人

【
出
願
期
間
】　

推
薦
選
考
は
10
月

１
日（
月
）
〜
10
月
12
日（
金
）、一

般
選
考
は
11
月
19
日（
月
）
〜
11

月
30
日（
金
）

【
試
験
日
】　

推
薦
選
考
は
10
月
19

日（
金
）、
一
般
選
考
は
12
月
７
日

（
金
）

【
そ
の
他
】　

出
願
書
類
、入
校
検

定
料
な
ど
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

子
育
て
講
習
会
を
開
催
！

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

早
め
に
相
談
し
て
解
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子どもの急な病気はよろこび　かなしみ

こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000（ＰＨＳ、ダイヤル式 
　回線電話、ＩＰ電話は 019-605-9000）

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　 019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院
　下記予定表のとおり

　【受付時間】　午後5時～翌朝9時、土曜日は午後1時～ 5時
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡
　市夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の
　急病の子どもを受け入れます
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

「こころといのちを支えるいわて」
ひとりで悩まず下記にご相談ください。

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）■役場健康
福祉課　 0195-62-2111（内線 513.517）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県立中央病院
　　　　　　盛岡市上田1-4-1　 019-653-1151
【日　赤】　盛岡赤十字病院
　　　　　　盛岡市三本柳6-1-1　 019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院
　　　　　　盛岡市内丸19-1　 019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院
　　　　　　盛岡市上田字松屋敷11-14　 019-662-5656
【川久保】　川久保病院
　　　　　　盛岡市津志田26-30-1　 019-635-1305

　組数、人数の（ ）内は実数です。お婿さんお嫁さんは、
結婚して町内に住所がある人を掲載しています。
　広報に掲載を希望しない人は、届け出のときに町民
課にお話ください。

平成 24 年８月受け付け分

●生まれたお子さん● 7 人（7 人）

●亡くなられた人● 20 人（22 人）

●お婿さん、お嫁さん● １組（４組）

日 お名前 保護者 行政区

５ 横澤　大
やまと

和 祐　介 上野口町

９ 三浦陽
ひ か り

夏梨 裕　司 下苗代沢1

10 千葉　雄
ゆうだい

大 誠 橋 場

12 越戸　美
みさと

里 里　志 曲 り

15 岩﨑　蒼
そうた

汰 友　弥 雪 浦

25 立花　　凪
なぎ

涼 境 田

26 今松　梨
りんか

夏 隼　人 今 松

▼8月

日 お名前 世帯主 行政区

10 西田　圭佑
佐々木浩美

光　広
栄　光

青 森 県
上 黒 内

▼８月

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区
１ 柴田　直美（60） 輝　夫 下苗代沢2
１ 中村　松雄（81） キヨミ 大 金 沢
４ 齊藤　クニ（99） 登 下五日市
４ 久保　酉一（78） 晃　彦 久 保
５ 松尾　健一（80） タ　ヘ 上愛宕下
５ 地舘　義德（75） 幸　広 新 田
９ 西舘　スヱ（94） 本　人 舘
９ 千葉　幸治（58） 健 二 ツ 森
9 立花　花代（84） 正 下愛宕下
10 西舘　勝美（76） 本　人 上五日市
14 金澤　ハツ（89） 勇 境 田
17 武田　リヱ（88） 本　人 下 鴫 沢
18 村 山　 隆　（73） ツ　ヤ 境 田
19 遠藤　良章（76） 良　一 横 田
23 髙橋タキミ（83） 本　人 上 町
24 早坂　秀子（61） 榮　光 小 山 沢
24 玉木　和男（69） タ　マ 下苗代沢1
26 佐藤　髙光（79） 光　行 山 道
27 中村佐次郎（80） 博　幸 白 椛
28 三浦　勝三（49） 本　人 太 田

▼８月

日 月 火 水 木 金 土
10/1
日赤

2
川久保

3
医大

4
中央

5
中央

6
医大

7
中央

8
日赤

9
川久保

10
中央

11
医大

12
中央

13
こども

14
中央

15
医大

16
川久保

17
日赤

18
医大

19
中央

20
中央

21
医大

22
日赤

23
中央

24
医大

25
中央

26
日赤

27
こども

28
中央

29
中央

30
日赤

31
医大

11/1
中央

2
医大

3
日赤

4
中央

5
中央

6
川久保

7
日赤

8
医大

9
中央

10
こども

町民カレンダー

日（曜） 当番医
7（日）一方井診療所
8（月）岩手沼宮内クリニック
14（日）北上脳神経外科クリニック
21（日）沼宮内地域診療センター
28（土）佐々木医院

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

一方井診療所
岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
県立中央病院附属
沼宮内地域診療センター

―町内病院の電話番号―

▼
▼

▼
▼

10月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や広報などで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

日（曜） 時間 行事名 場所
2（火）09:30 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00
成分献血 町総合開発センター

3（水）09:45 ～ 12:00離乳食教室
（平成24年６月生まれのお子さんの家族）

町保健センター

4（木）13:30 ～ 15:30福祉のしごと定期出張相談 in岩手町 プラザあい
5（金） 町秋まつり（７日まで） 沼宮内地区
8（月）08:14 ～ 00:00 2012 町ゴルフフェスティバル 岩手沼宮内カントリークラブ
10（水）12:30 ～ 00:00３歳児健康診査（平成21年2月9日～

4月10日生まれ）
町保健センター

11（木）10:00 ～ 子育てサロン “すくすく”
※生後から未就学児とその保護者が対象です

だいくば農園

12
　
（金）
　

09:30 ～ 12:00
　

妊婦教室２回目（平成24年11月～平成
25年２月出産予定の女性）

町保健センター

13（土）08:30 ～ 00:00第 43回町民ホッケー大会
（小・中学校の部）

町ホッケー場

13:30 ～ 16:00 第2回いわてまち男女共同参画セミナー ゆはず交流館
14（日）09:00 ～ 00:00第 42回町民体育祭

（第7回町民ニュースポーツ交流会）
町総合グランドほか

18（木）10:00 ～ 00:00まんまと湯っこの会 老人福祉センター
19（金）09:00 ～ 12:00人権・行政相談 町勤労青少年ホーム
20（土）10:00 ～ 00:00第24回県高校新人大会ホッケー競技 町ホッケー場
21（日）08:30 ～ 00:00第43回町民ホッケー大会（一般の部） 町ホッケー場

08:30 ～ 00:00第26回町民ゲートボール大会 町総合グラウンド
09:00 ～ 00:00第38回町野球選手権大会 町野球場

23

　

（火）

　

12:30 ～ 00:00
12:45 ～ 00:00

9カ月児健康診査（平成24年1月生まれ）
6カ月児健康診査（平成24年4月生まれ）
1歳児健康診査（平成23年10月生まれ）
※乳幼児の健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

24（水）10:00 ～ 15:30盛岡年金事務所出張相談
（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211）

ゆはず交流館

27（土）10:00 ～ 第32回産業まつり（28日まで） 森のアリーナ
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:30

全血献血 森のアリーナ
（産業まつり会場）

日（曜） 時間 行事名 場所
3（土）08:30 ～ 00:00第57回町民駅伝大会 沼宮内中学校発着
4（日）10:00 ～ 00:00第51回町芸術祭（舞台部門） 森のアリーナ
6（火）08:50 ～ 00:00第44回町小中学校連合音楽会 森のアリーナ
7（水）09:45 ～ 12:00離乳食教室

（平成24年7月生まれのお子さんの家族）
町保健センター

8（木）09:30 ～ 11:00
12:00 ～ 13:30
15:00 ～ 16:30

全血献血

　

ケアホーム川口
ニチコン岩手㈱
岩手土木センター

13:30 ～ 15:30福祉のしごと定期出張相談 in岩手町 プラザあい
9（金）09:30 ～ 12:00妊婦教室１回目（平成25年1月～平成

25年4月出産予定の女性）
町保健センター

17:40 ～ 19:40ＮＨＫ「歌の散歩道」公開録音
開場17:00

森のアリーナ

10
　
（土）
　

09:00 ～ 17:00
　

第51回町芸術祭（展示部門）
（18日15:00まで）

石神の丘美術館
屋内展示場

11月の行事予定

10月の行事予定

町県民税（第３期）、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料（第4期）の納付期限は10月31日（水）です
※口座振替の場合は10月25日（木）に指定の口座から引き落としになります

県立中央病院附属沼宮内
地域診療センター診療科

診療科 診療日 受付時間

脳神経外科 9日 08:30 ～
11:00

循環器 ( 内科） 1、15 日 13:00 ～
15:30

高血圧・
糖尿病外来 17 日 08:30 ～

完全予約制

小児科 12、26 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 9、23、30 日 13:00 ～15:30

耳鼻咽
いんこう

喉科 休診 ―

整形外科 5、19 日 08:30 ～
11:30

３（土）佐渡医院
４（日）塚谷医院
11（日）さわやかクリニック

▼
▼

▼

10月の応援診療科

診療科 診療日 受付時間

　内　科 月曜～金曜日 08:30 ～11:00

　外　科 月曜～金曜日  8:30 ～11:00

▼

62-2659
61-2025

61-3636
62-2234
62-3211
62-2043
62-1155

62-2511

11月

休日当番医
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今月は道の駅「石神の丘」の
「オリジナル商品」の販売数
順位 種　類 販売数
１ ブルーベリーカレー 656
２ 石神長いもそば 603
３ キャベ酎 207
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△
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いわて北緯40度縁結びライン

平成14年７月にオープンした道の駅「石神の丘」は、今年で10周年を迎えました。
町内外のモノとヒトが行き交う道の駅と、隣接する石神の丘美術館から、旬の情報を届けます。

りの黒内豆腐を作る際にできる豆乳
と、同じく手作りの味噌を材料に使
用した、「黒内フキノトウ」自慢の
逸品。「味噌入りで甘すぎず、男性
にも好評」だとか。調理を担当する
水賀美きみ子さんによると「ちょっ
とした火加減で仕上がりが変わるほ
どデリケート」なのだそうです。
　お母さんたちが丁寧に仕上げる
がんづき。おひとついかがですか？

会期：11月４日（日）まで 会期中無休

【問い合わせ】　石神の丘美術館 62－1453

石神の丘の和スイーツ石神の丘の和スイーツ

髙橋  和  展 ―風 跡―【企画展】

ガラス絵《風のパレード》2012年

芸
術
の
秋
を
楽
し
も
う

「東北文化の日」
10月27日（土）、28日（日）
石神の丘美術館は観覧無料です

「がんづき」「がんづき」はいかが？はいかが？
　しっとりときめ細かい生地にほ
んのり甘い昔ながらの和スイーツ
「がんづき」。石神の丘では、町農
産加工組合「パワー工房」の構成
団体「うめえ会」が作る「かぼちゃ
がんづき」と「母ちゃん」が作る
「黒糖がんづき」、「黒内フキノト
ウ」が作る「豆乳入り味噌がんづ
き」の３種類が楽しめます。
　「豆乳入り味噌がんづき」は、手作

㊤「茶屋っこ」では11月30日ま
での期間限定で、コーヒー付き
の「がんづきセット」を提供中
㊧「豆乳入り味噌がんづき」を作
る「黒内フキノトウ」の皆さん

平成14年７月にオープンした道の駅「石神の丘」は、今年で10周年を迎えました。迎えました。
町内外のモノとヒトが行き交う道の駅と、隣接する石神の丘美術館から、旬の情報を届けます。

がんづきがんづき
　スタンプラリー　スタンプラリー
　いわて北緯40度物産会は、がんづき
を食べながら、岩手町、八幡平市、葛巻
町に点在する “縁結びスポット” を巡る
スタンプラリーを開催中。八幡平市不動
の滝にある「縁結びの木」、葛巻町から
岩手山と姫神山が寄り添って見える袖山
高原の「福縁スポット」と並び、岩手町
からは石神の丘美術館「恋人の聖地」が
エントリー。「がんづき」を「願

がん

+好き」
と掛け、「ご縁結びの願いをかけましょ
う」と呼び掛けます。対象となるがんづ
きに付く “願” シールを３枚集めて応募
すると、抽選で各市町の特産品をプレゼ
ント。巡って、食べて、奮って応募くだ
さい。応募用紙は参加各店に備え付け。
応募期限は11月30日（金）までです。
☆スタンプラリー参加店

開催中
11/30㊎
まで

東北文化の日ってなあに？
　東北の文化に関する情報を一体となって発信
しようと東北６県と仙台市は、毎年10月最後
の週末を「東北文化の日」としています。
　両日は、文化施設の展示を無料（割引）とす
る日を設けたり、各種イベントなどを行い、広
く東北の文化を発信しています。

石神の丘美術館
「恋人の聖地」

○岩 手 町　 道の駅「石神の丘」
○八幡平市　 市物産館あすぴーて（松尾）
○八幡平市　 仙台菓子店（安代）
○葛 巻 町　 小

こび る フ ー ド

昼風土 古
こ り あ ん

里庵


